
1 背景 
近年，日本では，近年の少子高齢化に伴う労働力不足

が懸念への懸念や，他国と比較して労働生産性が低水準

であるといったことから，労働生産性の向上が求められ

ている．また，私生活と労働のバランスを保つ，「ワー

クライフバランス」1）の考え方が広がり始め，労働者の

働き方に対するニーズが多様化した． 

政府は，これらへの対応として，「働き方改革」を提

唱し，これによって様々な働き方の導入が促進されるよ

うになった．この動きは今後も広がりを見せると予想さ

れる．多様な働き方の導入は，労働生産性の向上に貢献

するとされている一方で，多様な働き方の導入が労働生

産性向上にどのように作用するのかは定量的に明らかに

されていない. 

2 研究目的 

企業における多様な働き方の導入施策や，今後の日
本社会における働き方についての政策の決定には，そ
の施策によって，生産性を向上できるのかを確認する
エビデンスが重要であると考えられる． 
そこで本研究は，多様な働き方を導入した際の社会
における生産性の推移を分析し，今後の日本の労働社
会の在り方を検討する．将来的に，この研究における
成果が，労働施策における意思決定の一助となること
を期待する．  

3 先行研究 

働き方に関する研究は多々行われている．石川
（2018）2)は労働時間規制の緩和について企業の労務
管理・利潤の観点から考察を行っている．この研究で
は，長時間労働の解消には，働き甲斐のある労働環境
を確保することが必要であるとし，企業の生産性向上
における，労働者の働きやすさを考慮した施策の重要
性について言及している．また，池田ら（2019）3)は，
ある企業の事務職を対象にアンケートを行い，職場環
境の改善による健康や，生産性への影響を分析してい
る．以上のように，柔軟な働き方の導入による効果の
測定を行った研究は存在するが，期間や規模が限定的
で，局所的な研究となっている． 
4 方法論 
本研究では，労働時間の配分や働く場所等の労働者
の選択や，企業の労働条件の採択等の意思決定を表現

した労働社会のモデルを構築し，多様な働き方の導入
をシナリオとしたマルチエージェントシミュレーショ
ンを行う．構築したモデルを通じて労働生産性の推移
を分析することで，労働者のワークライフバランスと，
労働生産性の関係性を定量的に評価する．これにより，
各シナリオの効果について考察し，今後の労働社会の
在り方について検討する．本稿では，モデルの主体と
して，労働者と企業を設定し，企業の働き方の適用有
無に応じて，所属する労働者の働き方が決定される．
また，それぞれの企業は他企業と仕事のやりとりを行
い，そのやりとりに対して，先述した働き方の適用の
有無が影響し，仕事の達成量及び，労働生産性が変動
する．本稿におけるモデルの概要を Fig.1に示す．  

Fig.1:モデルの概要図 

5今後の展望 
 本稿では，働き方を導入した場合の企業間における仕
事のやりとりをシミュレーションモデルを用いて表現

した．しかし，モデル構築にあたって，パラメータと

して設定した労働者の変数は乱数を用いて，設定して

いるため，それらを適切に設定するためのデータを収

集する必要がある．  
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概要－   近年，日本の労働生産性が他の先進国と比較して低水準であることや，ワークライフバラ
ンスの浸透によって働き方改革が提唱され，多様な働き方の導入が進んでいる．今後もその導入は広
がりを見せると予想されるが，現状，多様な働き方が労働生産性に与える影響については定量的に分
析した文献は存在しない．そこで本研究では，労働者の働き方の選択や企業の労働条件の採択等の意
思決定を表現した労働社会のモデルを構築し，多様な働き方の導入をシミュレーションする．構築し
たシミュレーションモデルを通じて労働生産性の推移を分析することで，労働者のワークライフバラ
ンスと，労働生産性の関係性を定量的に評価し，シナリオの妥当性を検証することで日本の労働社会
の在り方を検討する． 
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